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（定価）１カ月 100円（月1回、送料含む）年間 1,200円（申込みは1年前納） 
  ※組合員の購読料は組合費に含む【送金先】郵便振替00170－4－415770

〒113-8462　東京都文京区湯島2-4-4 全労連会館4階 
　03-5842-5611　FAX.03-5842-5620

0 10,000 20,000 30,000
（億円）

25,20025,200

9,8009,800

8,8008,800

8787日　　本
（13 ～ 15年）

アメリカ
（07 ～ 11年）

韓　　国
（17 ～ 5年間）

フランス
（2019年度予定） 社会保険料の事業主負担の軽減等
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最低賃金引き上げのための中小企業支援策最低賃金引き上げのための中小企業支援策
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中小企業への業務改善助成金の
執行額
中小企業への業務改善助成金の
執行額

最賃審議会への運動を強めよう。指針を読
み合わせよう……………………………３面
ジェンダー平等へ 全労連女性部と
韓国民主労総女性委員会の交流………４面

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
議
論
が
開
始
さ
れ
る
。
全
労
連

と
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
は
、
5
月
20
日
の
第
1
次
最
賃
デ

ー
か
ら
、
全
国
で
取
り
組
み
を
強
め
て
い
る
。
昨
年
コ
ロ
ナ

禍
を
理
由
に
平
均
1
円
の
引
き
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
今

年
こ
そ
大
幅
引
き
上
げ
で
早
期
に
1
0
0
0
円
、
1
5
0
0

円
を
と
求
め
る
声
は
強
く
な
っ
て
い
る
。
全
労
連
は
署
名
提

出
、こ
の
間
取
り
組
ん
で
い
る
生
計
費
調
査
な
ど
を
発
表
し
、

審
議
会
と
世
論
に
働
き
か
け
て
い
る
。

最
賃
請
願
署
名

１６
万
人
分
超
え

5
月
20
日
の
中
央
行
動
で
全

労
連
、
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会

は
こ
の
間
集
め
ら
れ
た
最
賃
署

名
を
国
会
に
提
出
。
紹
介
議
員

は
与
野
党
か
ら
1
1
0
人
に
広

が
り
、
署
名
も
16
万
5
3
8
6

人
分
が
集
ま
っ
て
い
る
。
提
出

集
会
で
は
生
協
労
連
、
出
版
労

連
、
東
京
春
闘
共
闘
と
全
労
連

・
全
国
一
般
の
代
表
が
取
り
組

み
と
実
態
を
報
告
し
た
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

声
を
聞
い
て

全
労
連
、
国
民
春
闘
共
闘
委

員
会
は
5
月
31
日
、
昨
年
ま
で

6
年
間
で
取
り
組
ん
だ
22
都
道

府
県
の
最
低
生
計
費
試
算
調
査

結
果
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
で

会
見
し
、
今
年
の
最
低
賃
金
改

定
で
大
幅
に
引
き
上
げ
、
全
国

一
律
制
度
確
立
、
時
給
1
5
0

0
円
実
現
に
踏
み
出
す
べ
き
だ

と
強
調
し
た
。

最
低
生
計
費
調
査
は
、
6
年

で
3
万
4
0
0
0
人
分
の
デ
ー

タ
を
収
集
。
昨
年
調
査
の
4
県

で
は
、
茨
城
1
6
8
7
円
、
長

野
1
6
9
9
円
、
岡
山
1
6
5

7
円
、
沖
縄
1
6
4
2
円
（
時

給
換
算
、
20
代
単
身
男
性
モ
デ

ル
）
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
を
監
修
す
る
中
澤
秀
一

静
岡
県
立
短
大
准
教
授
は
消
費

税
10
％
増
税
の
影
響
で
増
額
傾

向
に
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
全

国
ど
こ
で
も
生
計
費
に
格
差
は

な
い
。
全
国
一
律
に
す
べ
き
根

拠
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
発
言
し
た
生

協
労
組
お
か
や
ま
の
山
本
泉
副

委
員
長
は
、
「
職
場
の
パ
ー
ト

職
員
の
2
割
は
世
帯
主
だ
。
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
、
ト
リ
プ
ル
ワ
ー

ク
を
し
て
い
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
も
い
る
」
と
訴
え
た
。
沖
縄

県
労
連
の
嶺
間
信
一
事
務
局
長

は
、
「
あ
る
小
売
り
の
職
場
の

初
任
給
は
、
時
給
換
算
8
3
5

円
（
最
賃
は
7
9
2
円
）
で
、

労
働
者
が
す
ぐ
に
辞
め
て
い

く
。
若
者
の
流
出
を
止
め
る
た

め
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
」
と
強

調
し
た
。

今
年
こ
そ
引
き
上
げ
を

全
労
連
が
見
解
を
発
表

全
労
連
は
5
月
31
日
に
、
今

年
の
最
低
賃
金
の
決
定
に
向

け
、
3
つ
の
点
か
ら
見
た
最
賃

引
き
上
げ
の
必
要
性
に
関
す
る

見
解
を
発
表
。
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
に
対
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
で
い
っ
そ
う
広
が
る
貧

困
と
格
差
の
是
正
、
地
域
経
済

の
再
生
の
た
め
に
、
中
小
企
業

支
援
策
を
強
化
し
、
最
低
賃
金

を
1
5
0
0
円
に
引
き
上
げ
、

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
実

現
に
向
け
た
格
差
の
是
正
を
行

う
よ
う
決
断
を
求
め
た
。

（
全
文
は
全
労
連
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
を
参
照
）

16万余の署名を国会議員に提出（5月20日）

厚労省にむけシュプレヒコール（5月20日）

道知事あてに中止を要請する
三上友衛道労連議長（左）

看護の日行動で県庁前
で訴える愛知県医労連
西尾美沙子書記長（左）

看
護
の
日
の
記
者
会
見
で
医
療

現
場
の
実
情
を
訴
え
る
石
川
県

医
労
連
の
嵯
峨
猛
書
記
長（
左
）

全
労
連
は
5
月
7
日
に
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
中
止
し
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
集
中
す
る
こ
と
を
求
め
る

事
務
局
長
談
話
を
発
表
し
た
。

補
償
な
き
休
業
要
請
や
検
査
拡

大
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
で
、
大

型
連
休
後
に
感
染
拡
大
を
招

き
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
世
界
の

国
々
か
ら
大
き
く
遅
れ
を
と
っ

て
い
る
。
談
話
で
は「
政
府
は
、

感
染
予
防
の
た
め
に
密
を
避

け
、
人
と
の
交
流
を
抑
制
す
る

よ
う
に
飲
食
店
な
ど
の
営
業
自

粛
を
求
め
て
い
る
が
、
一
方
で

聖
火
リ
レ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

オ
リ
パ
ラ
開
催
に
向
け
た
イ
ベ

ン
ト
を
次
々
と
開
催
し
、
人
々

の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。
五
輪

開
催
に
向
け
医
師
2
0
0
人
、

看
護
師
5
0
0
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
派
遣
も
求
め
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
ち
ぐ
は
ぐ
な
政
策

が
、
国
民
に
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
い
る
。
た
だ
ち

に
、
国
民
の
い
の
ち
を
守
る
た

め
、
医
療
崩
壊
を
お
こ
さ
な
い

よ
う
に
感
染
拡
大
を
止
め
る
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
う
つ

べ
き
だ
」
と
し
て
い
る
。

医
療
労
働
者
を
は
じ
め
各
地

で
声
を
あ
げ
、
6
〜
8
割
の
国

民
が
こ
の
夏
の
五
輪
中
止
を
支

持
し
て
い
る
。
今
こ
そ
い
の
ち

を
最
優
先
に
、
感
染
拡
大
を
防

ぎ
医
療
を
守
ろ
う
。

今年こそ大幅引き上げ
全国一律制へ
今年こそ大幅引き上げ
全国一律制へ
今年こそ大幅引き上げ
全国一律制へ 貧

困
と
格
差
是
正
、地
域
経
済
再
生
の
た
め

貧
困
と
格
差
是
正
、地
域
経
済
再
生
の
た
め

今月のみどころ
✿

✿
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コ
ロ
ナ
対
策
に
集
中
を

コ
ロ
ナ
対
策
に
集
中
を

東京五輪中止東京五輪中止

最
低
賃
金


